
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八王子地本は都議会議員立候補予定として立憲民主党公認が決定してい

る五十嵐えりさんと意見交換を行いました。 
 五十嵐さんからはこれまでの生い立ちを伺いました。

中学時代に受けたイジメが原因で高校進学ではなく自

立を選んだが、その後１０年の苦しい貧困が続いた。中

卒で社会に出ることの厳しさを知り、夜間学校に通いな

がら、憲法１４条の存在を知った。「すべて国民は、法の

下に平等であって、人種、信条、性別、社会的に身分又

は社会的関係におい

て、差別されない」

と書いているのに、

現実は違うと感じ

た。私みたいな人を一人でも救えるように弁護士になることを

目指した。千葉の弁護士事務所で働いたが、不当解雇や賃金未

払いの相談がとても多く、一個一個解決しても間に合わないと

いう現実にも直面し、制度や政策を変えなくては根本の解決に

はならないと思い、国会議員の政策秘書の仕事に就き、「憲法

がいかに大切か」を広める仕事に就いた。今度は自らが政治の仕事について、憲法と現実の矛盾を

変えていきたいと語ってくれました。五十嵐さんによると「新型コロナによって労働問題の相談は

さらに増えている」そうです。重大な赤字決算を抱えている私たちにとって決して他人事ではあり

ません。政治は無関心でいられても無関係ではいられません。みんなで五十嵐さんを応援していき

ましょう！ 
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